
２０２６年３月１０日  

一 般 社 団 法 人 全 日 本 特 殊 鋼 流 通 協 会  

 会 員 各 位  

                      （ 一 社 ） 全 日 本 特 殊 鋼 流 通 協 会  

                        調 査 研 究 委 員 会  

                        委 員 長   古 池  晃  

 

拝 啓  向 春 の 候 、 皆 々 様 に は ご 健 勝 の こ と と お 喜 び 申 し あ げ ま す 。  

 平 素 は 当 協 会 の 調 査 研 究 事 業 に ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し あ げ ま す 。

毎 年 1回 実 施 し て お り ま す 「 経 営 環 境 等 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 の 結 果 が 纏 ま り ま し

た の で 、 ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

  

敬 具  

 

 

第 ２ ４ 回 経 営 環 境 等 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 に つ い て  

調 査 対 象 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ 月 ～ １ ２ 月  

（ 回 答 数 ： 96社 /213社 、 回 答 率 ： 45％ ）  

１）収益に関して 
（ ア ） 昨 年 (2025年 1月 ～ 12月 )の 売 上 金 額 は 最 盛 期 の 売 上 と 比 べ て 何 ％ ぐ ら い

か ？  

最 盛 期 を 超 え て い る が ９ .７ ８ ％ （ 1～ 5％ 超 ： 6.5％ 、 6～ 9％ 超 ： 2.2％ 、

10～ 19％ 超 ： 1.1％ 、 20～ 29％ 超 ： 0.0％ 、 30～ 39％ 超 ： 0.0％ 、 40％ 以 上

超 ： 0.0％ ） で 、 最 盛 期 よ り 少 な い が ９ ０ ． ２ ％ （ 1～ 5％ 減 ： 8.7％ 、 6～9

％減：8.7％、10～19％減：30.4％、20～29％超：23.9％ 、 30～ 39％ 減 ： 12.0％ 、 40

％ 以 上 減 ： 6.5％ ） で し た 。  

（ イ ） 現 在 の 受 注 量 は 物 流 ・ 加 工 能 力 に 対 し て ど れ く ら い か ？  

100％ を 超 え て い る が ２ .１ ７ ％ 、 能 力 が 余 っ て い る が ９ ７ ． ８ ％ （ 1～ 5

％ 余 :7.6％ 、 6～ 9％ 余 :13.0％ 、 10～ 19％ 余 :34.8％ 、 20～ 29％ 余 ： 26.1

％ 、 30～ 39％ 余 ： 12.0％ 、 40％ 以 上 余 ： 4.4％ )で し た 。  

（ ウ ） 現 在 の 売 上 金 額 は 採 算 ラ イ ン に 乗 っ て い る か ？  

採 算 が 取 れ て い る が ５ ４ ． ７ ％ で 、 採 算 が 取 れ て い な い が ４ ５ ． ３ ％ (1

～ 5％ 少 :10.5％ 、 6～ 9％ 少 :15.8％ 、 10～19％少:9.5％ 、 20～ 29％ 少 ： 6.3％ 、

30～ 39％ 少 ： 2.1％ 、 40％ 以 上 少 ： 1.1％ ) で し た 。  

 

２）経営改善に関する取り組み 
（ ア ） 売 上 増 加 に 対 す る 取 り 組 み  

営 業 活 動 の 強 化 が ３ ６ ． ３ ％ 、 新 規 ユ ー ザ ー の 開 拓 が ２ ８ ． ４ ％ 、 ト ッ



プ セ ー ル ス の 強 化 が ５ ． ０ ％ 、 加 工 割 合 の 増 加 が １ ７ ． ４ ％ 、 新 分 野 進

出 が １ ２ ． ４ ％ 、 そ の 他 が ０ ． ５ ％ で し た 。  

（ イ ） コ ス ト 削 減 に 対 す る 取 り 組 み  

仕 入 ･外 注 先 に 対 す る 値 下 げ 要 請 が １ ２ ． １ ％ 、 仕 入 ･外 注 先 の 変 更 集 約 化

・内製化が１７．２％、物流費の削減が１４．０％、消耗品費の削減が３２．５％ 、 接 待

交 際 費 の 削 減 が ２ １ ． ０ ％ 、 そ の 他 が ３ ． ２ ％ で し た 。  

（ ウ ） 資 金 に 対 す る 取 り 組 み  

手 元 資 金 の 確 保 が ８ １ ． ５ ％ 、 借 入 金 の 短 期 か ら 長 期 へ の 変 更 が ６ ． ５ ％ 、

雇 用 調 整 助 成 金 の 申 請 が ６ ． ５ ％ 、 保 険 解 約 と 資 産 売 却 が ３ ． ３ ％ 、 そ の

他 が ２ ． ２ ％ で し た 。  

３）与信管理について 
何もしていないが２３．１％、ファクタリングなどで保険を掛けているが２６．０％ 、 信

用 調 査 機 関 で 定 期 的 に 調 査 し て い る ４ ９ ． ０ ％ 、 与 信 管 理 の 方 策 を 学 び

た い が １ ． ９ ％ で し た 。  

４）空洞化について 
（ ア ） 海 外 流 出 し て い る と お も わ れ ま す か ？  

流 出 し て い な い が ２ ５ ． ０ ％ 、 流 出 し て い る が ７ ５ ． ０ ％ （ 10％ 未 満 流

出 し て い る 35.9％ 、 10％ 以 上 流 出 し て い る 31.5％ 、 30％ 以 上 流 出 し て い

る :7.6％ ） で し た 。  

主 な 流 出 先 は  

中国が42.2％、韓国が14.1％、タイが14.1％、台湾が7.0％ 、 マ レ ー シ ア が 0.8％ 、

フ ィ リ ピ ン が 0.8％ 、 シ ン ガ ポ ー ル が 0.8％ 、 イ ン ド ネ シ ア が 5.5％ 、 イ ン

ド が 2.3％ 、 ベ ト ナ ム が 10.9％ 、 メ キ シ コ が 1.6％ 、 ド イ ツ が 0.0％ 、 東 欧

が 0.0％ 、 そ の 他 が 0.0％ で し た 。  

流 出 し た 仕 事 は 戻 っ て き て い る か  

戻 っ て き て い る が １ １ ． ０ %、 戻 っ て い な い が ８ ９ ． ０ ％ で し た 。  

（ イ ） 製 造 業 の 空 洞 化 の 将 来 は  

さ ら に 加 速 し て 国 内 製 造 業 が 衰 退 す る が 40.6％ 、 現 在 の 状 況 が 継 続 す る

が 57.3％ 、 収 ま り 再 び 発 展 す る が 2.1％ で し た 。  

５）海外展開について 
（ ア ） 海 外 で の 事 業 活 動  

す で に 出 先 機 関 有 り が １ ８ ． １ ％ 、 進 出 を 検 討 中 が ６ ． ４ ％ 、 展 開 す る

つ も り は 無 い が ７ ５ ． ５ ％ で し た 。  

（ イ ） 海 外 と の 取 引  

直接の取引は無いが５６．７％、今は無いが今後取引を検討したいが７．２％、現在海外取

引を行っているが３３．０％、積極的に海外取引を増やすが３．１％ で し た 。  

 

６）輸入材について 
（ ア ） 輸 入 材 を 扱 っ て い ま す か ？  



輸入材を扱っているが４１．７％（総取扱量に対し、1～5％：30.2％、6～9％：6.3％、10

～19％：5.2％、20～49％：0.0％ 、 50％ 以 上 ： 0.0％ ） 、 扱 っ て い な い が ５ ８ ．

３ ％ で し た 。  

（ イ ） 得 意 先 か ら の 支 給 材 で 輸 入 材 が あ り ま す か ？  

輸 入 材 が あ る が １ ７ ． ８ ％ 、 輸 入 材 は な い が ８ ２ ． ２ ％ で し た 。  

７）商慣行の課題・問題点 
（ ア ） 現 金 化 ま で の 期 間  

２ケ月以下が２４．２％、３ケ月が３５．４％、４ケ月が３１．３％、５ケ月が７．１％、

６ケ月 以 上 が ２ ． ０ ％ で し た 。  

（ イ ） 受 注 金 額 決 定 後 あ る い は 請 求 後 、 さ ら に 値 下 げ の 要 請 が 有 り ま す か ？  

要 請 有 り が ５ ． ４ ％ 、 要 請 無 し が ９ ４ ． ６ ％ で し た 。  

（ ウ ） 希 望 し た い 支 払 条 件 は ？  

現 金 支 払 が ９ ５ ． ６ ％ 、 契 約 時 1/2 ・ 検 収 後 1/2が ３ ． ３ ％ 、 契 約 時 1/3 

・ 納 品 時 1/3・ 検 収 後 1/3が ０ ． ０ ％ 、 そ の 他 が １ ． １ ％ で し た 。  

（ エ ） 金 額 の 記 載 さ れ た 注 文 書 を 受 け 取 っ て い ま す か ？  

もらっているが３９．０％、もらっていないが３．２％、両方あるが５７．９％でした。  

（ オ ） 単 価 交 渉 に つ い て  

市況に合わせた単価交渉有りが５０．４％、話し合いで価格を決めている３６．８％、一律

の値引き要請有りが１．６％、品質，納期などを無視した単価交渉が行われるかが１．６％、

突然の値引き要請があるが０．０％、海外品などと見積合わせをさせられるが４．８％、実

質的値引き強要が２．４％、その他が２．４％で し た 。  

（ カ ） 発 注 方 法 に つ い て  

無 理 の 無 い 発 注 が ６ ２ ． ０ ％ 、 内 示 発 注 が 無 く な っ た が ５ ． ６ ％ 、 突 然

の 数 量 変 更 増 が ７ ． ４ ％ 、 短 納 期 を 強 要 が ０ ． ９ ％ 、 効 率 を 無 視 し た 小

Ｌ Ｏ Ｔ の 発 注 が １ １ ． １ ％ 、 少 量 短 納 期 の コ ス ト を 客 先 が 負 担 し な い が

１ ３ ． ０ ％ 、 そ の 他 が ０ ． ０ ％ で し た 。  

（ キ ） 仕 入 れ に つ い て  

問 題 無 し が ８ ２ ． １ ％ 、 期 末 ・ 月 末 な ど に 大 量 の 納 品 あ り が １ ３ ． ７ ％ 、

遡 っ て の 値 上 げ 依 頼 が １ ． １ ％ 、 そ の 他 が ３ ． ２ ％ で し た 。  

８）人材について 
（ ア ） 社 員 の 高 齢 化  

問 題 無 し が ４ ０ ． ７ ％ 、 問 題 有 り が ５ ９ ． ３ ％ で し た 。  

（ イ ） 昨 年 支 給 し た 賞 与 の 総 額 は 前 年 に 比 べ て  

増 え た が ３ ０ ． ５ ％ 、 変 わ ら な い が ４ ４ ． ２ ％ 、 減 っ た が ２ １ ． １ ％ 、

支 給 し な い ４ ． ２ ％ で し た 。  

（ ウ ） 次 年 度 の 昇 給 に つ い て  

例年以上に上げるが７．４％、例年並みが８５．１％、例年以下が２．１％ 、 昇 給 し な

い が ５ ． ３ ％ で し た 。  

（ エ ） パ ー ト 、 ア ル バ イ ト 、 人 材 派 遣 な ど の 契 約 社 員  

導 入 し な い が ２ ９ ． ２ ％ 、 導 入 を 計 画 し て い る が １ ７ ． ７ ％ 、 現 在 雇 用



中 で 現 状 維 持 が ４ ２ ． ７ ％ 、 現 在 雇 用 中 で 今 後 拡 大 が ２ ． １ ％ 、 現 在 雇

用 中 で 今 後 縮 小 が ８ ． ３ ％ で し た 。  

（ オ ） 社 員 採 用  

春 の 定 期 採 用 を 実 施 大 卒 が １ ８ ． ２ ％ 、 高 卒 が １ ２ ． １ ％ 、 必 要 に 応 じ

て 中 途 採 用 が ４ ７ ． ０ ％ 、 計 画 的 に 中 途 採 用 が １ ０ ． ６ ％ 、 採 用 は し て

い な い が １ ２ ． １ ％ で し た 。  

９）金融機関との関係について  

良 好 が ３ ８ ． ３ ％ 、 変 化 な し が ５ ８ ． ５ ％ 、 悪 化 が ３ ． ２ ％ で し た 。  

10）今年（２０２６年１月～１２月）の景気

について 
良 く な る が １ ５ ． １ ％ （ 5％ 良 く な る ： 9.7％ 、 10％ 良 く な る が 5.4％ 、 20

％ 良 く な る が 0.0％ ） 、 変 わ ら な い が ５ ４ ． ８ ％ 、 悪くなるが３０．１％（5％

悪くなるが15.1％、10％悪くなるが11.8％ 、 20％ 悪 く な る が 3.2％ ） 、 そ の 他 が

１ ． ２ ％ で し た 。  

11）自由意見 
別 紙 を 御 参 照 く だ さ い 。                    以 上  



5
7

6

3
1

0

1

5

2

1
1 1

3

5

6

1
1

7

7

7

1
2

0

7

6

2

0

3

3

1

0

1

0

東京 大阪 名古屋 東北 北関東 静岡 九州/中国

会社の概要
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その他の内容
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（ア）③主な流出先

中国 韓国 タイ 台湾 マレーシア フィリピン シンガポール インドネシア インド ベトナム メキシコ ドイツ チェコ/東欧 その他
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４、空洞化に関して

（ア）④流出した仕事が

戻ってきている 戻っていない
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４．空洞化に関して

（イ）空洞化は将来どうなるか

国内衰退（空洞化加速する） 現況継続 国内再発展（空洞化収まる）
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５．海外展開について

（ア）海外での事業活動

すでに拠点有り 展開検討中 展開しない
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５．海外展開について

（ｲ）海外との取引

取引なし 今は無いが、今後増やしたい 現在行っている 現在行っている海外取引を積極的に増やす
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６．輸入材について

（ア）輸入材を扱っているか

～5％ ～9％ ～19% ～49% 50％～ なし
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６．輸入材について

（イ）支給材で輸入材があるか

輸入材有 輸入材無
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７．商慣行の課題、問題点

（ア）現金化までに要する期間

2ヶ月以下 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月以上
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７．商慣行の課題、問題点

（イ）受注金額決定後、請求後の値下要請

要請あり 要請なし



その他の内容
・サイト60日化
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７．商慣行の課題、問題点

（ウ）今後の希望支払条件

全て現金 半分検収後 １/３検収後 その他
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７．商慣行の課題、問題点

（エ）金額の入った注文書を受けとっているか

もらっている もらっていない 両方ある



その他の内容
・競合他社の動きによる単価修正が起きている
・レアメタル暴騰により、現時点では値下げ要求はない
・見積もり後、注文
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７．商慣行の課題、問題点

（オ）単価交渉

単価交渉あり 話し合いで単価決定 一律××％の値引 条件無視の単価交渉 突然値引 他社との見積もり合わせあり 値下強要あり その他



その他の内容
意見なし
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７．商慣行の課題、問題点

（カ）発注方法

無理のない発注 内示発注が無くなった 突然の数量変更増 短納期の強要 少量発注増 客先コスト負担せず その他



その他の内容
・遡ってまでとはいかないが当月申込値上げがあり対応に時間の猶予が無い
・納期遅れが常態化
・メーカーからの納入が遅れるものもあった
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７．商慣行の課題、問題点

（キ）仕入に関して

特に問題なし 期末に押込み仕入 遡っての値上げあり その他
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８．人材に関して

（ア）社員の高齢化

問題なし 問題あり
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８．人材に関して

（イ）賞与の総額 前年比

増えた 変わらない 減った 支給しない
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８．人材に関して

（ウ）次年度の昇給について

例年以上 例年並み 例年以下 昇給しない
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８．人材に関して

（エ）契約社員

導入しない 今後導入予定 現在雇用中、維持 現在雇用中、今後拡大する 現在雇用中、今後縮小する
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８．人材に関して

（オ）社員採用に関して

採用・新大卒 採用・新高卒 採用・必要中途 採用・計画中途 採用・なし



「ご意見」の内容
・金利が上昇トレンドに入ったことにより、パワーバランスが変化したように感じる
・特に問題はない
・金利値上げ要請
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９．金融機関との関係

良好 変化なし 悪化
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2024年

2025年

2026年

１０．今年の景気について

景気・良くなる5％ 景気・良くなる10％ 景気・良くなる20％ 景気・変わらない

景気・悪くなる5％ 景気・悪くなる10％ 景気・悪くなる20％ その他



「ご意見」の内容

・円安の影響、中国の対日政策の影響がどうなるのか

・中国の駆引き的な規制による経済的マイナス要素が懸念される

・コストダウンで工程変更や商流変更なので、売上自体は減少。新規開拓などでカバーしていきたい。

・売上についてはサーチャージで増える可能性がある

・米国、中国、ｳｸﾗｲﾅなど諸情勢が大きく影響するだろうし、国内の政治も落ち着いて来ないと状況は変わらないと思う。

・今後景気の回復は全く期待できない。

・先が見えない状況が続いている。

〈自由意見〉

経済悪化が懸念される中、今後は情報、知識等、商いに役に立つ事業を模索してほしい

特殊鋼流通としての（生き残り）を賭けた時代に入ってきていると思うが、世の中の特殊鋼需要が減る中でも共存共栄できるように、値上げの局面で（値下げ）
して数量を取りにいくという愚かな商行為（誰もが値上げできずに、各社が収益が出ない）は、全特協会員として絶対に止めて欲しい。

客先に売り込みに来て困る

・昨年の円安の影響から輸出関連製品の受注状況は顕著と話は出ているものの、スポット案件が多いため、中長期的な見通しを立てること
ができない。納期に追われる案件が多いため、必然的に標準コストよりもコスト増で対応する悪循環が続いている。

・２０２３年半ばから２０２５年と２年半以上の（鋼材需要）の後退が続いているので、そろそろ改善するのではないかという期待感があるが、
自動車産業を取ってみても【現地調達・現地生産】と産業構造が明らかに変革してきていると思われるので、新型コロナウイルス感染症禍以
前の数量に戻ることは難しいのではないかと思われる。

今回のアンケートは、当社の状況が回答のどれにも当てはまらず答えにくいものが多かったです。


